
８ ふじのくに国際高等学校 実施報告書 

 

１ 実施日時  令和７年 11 月 3 日（月・祝）12 時 15 分から 13 時 00 分まで 

２ 実施場所  島田市金谷生きがいセンター夢づくり会館 おしまつり会場 

               （島田市島 550-2） 

３ 実施内容 

（１）タイトル 「Always Creative Tale ～若者の個性を活かす演劇～」 

（２）内 容 

元タカラジェンヌの永楠あゆ美さん、俳優の長谷川直

紀さんの協力のもと、「観る人に夢を与えられる演劇」

をコンセプトに、自分たちで演劇を創作する。また、島

田市商工会主催「おしまつり 2025」で実際に上演を行う。 

 

４ プロジェクトの概要 

＜テーマ設定＞ 

   生徒の夢を応援する企画、ふじのくに国際高校の特色を活かした企画を行う。 

＜イベント実施までのプロセス＞ 

・５,６月頃、企画チーム内で「演劇に挑戦したい」という

声があり、創作演劇の実施が決 定した。協力していた

だける方を探したところ、元タカラジェンヌの永楠あゆ

美さん、俳優の長谷川直紀さんのお二人に協力していた

だけることになった。また、演劇を披露する場について

地域の方に相談したところ、商工会主催の「おしまつり

2025」を紹介していただき、上演場所を決定した。 

・７月上旬、学校内で創作演劇に参加するメンバーを募集

した。役者、脚本・演出、衣装・小道具あわせて 20 名の

メンバーが集まった。 

・７月下旬、脚本チームを中心に、永楠さん、長谷川さんのアドバイスを受けつつ脚本

の制作を開始した。 

・８月の夏休み中は個々で脚本に目を通し、役者チームは台詞の暗記、脚本・演出チー

ムは演出の案出し、衣装・小道具チームは衣装・小道具の案出しを行った。 

・９月、全体でミーティングを繰り返し、演出や衣装、小道具について話し合いを行っ

た。また、永楠さんと長谷川さんにも来校していただき、演技などの指導をしていた

だいた。当日に向け、おしまつり実行委員会の中村さんと打ち合わせも行った。 
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・10 月：全体で演劇のリハーサルを主に行う。また、劇中で使用する劇伴の録音も行った。 

・11 / 2：おしまつり会場の夢づくり会館で前日準備を行い、主にステージの様子やピ

ンマイク、音響の確認を行った。 

・11 / 3：おしまつり当日、演劇を上演した。 

＜イベント当日＞ 

・チラシ配布：集客のために制作したチラシを会場で配布した。 

・演劇：ピンマイクの音がうまく拾われない等のトラブルがありつつも、最後まで演じ

きることができた。 
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・その後の展開として、おしまつりに参加していた地域の事業者（NPO 法人きらり ワ

ークセンターかがやき）よりオファーがあり、2026 年 1 月 24 日（土）に実施される

マ ルシェで、創作演劇を追加公演することが決まった。 

 

５ 感 想 

・全く何もない状態から演劇の企画を立て、人を集めたり地域の方々の協力を仰いだりし

ながら作品を完成させる過程は、普段の生活の中ではなかなかできないであろう体験が 

多くありとても新鮮で楽しかった。 

準備段階から本番まで多くのトラブルに見舞われたが、それら一つ一つのトラブルを

全員で乗り越え、無事本番を終えることが出来たので良かった。 

また、参加者全員が自分自身ができることを見つけ、個々の特色を活かして演劇を完

成させたという点でふじのくに国際高校の特色を活かした企画になったと思う。（青島） 

・自分では経験したことのないことを行うことはとても大変だったが、自分で工夫して活 

動を行えたので良かったと感じた。昨年行ったドリーム・プロジェクトの活動と比べて、 

確実に臨機応変に対応したり、計画をしっかり立てて本番を迎えたりという成長が見ら 

れたのでとても良かった。また、今年は昨年度と比べて、後輩も入り、余計にリーダー 

シップやまとめる力が求められる中で、中間年次は、中間年次なりに昨年の失敗を活か 

して話し合いを効率的に進められたと感じた。本番前の制作ではしっかりと念入りに確 

認をすることで、本番でのトラブルはあったものの、形としては、とてもよい作品がで 

きたのではないかと感じ、本番の舞台はかけがえのない最高な瞬間になって良かったな 

と感じた。（工藤） 

・演劇を一から作るのは初めての試みだったため苦戦したこともあったが、友人や後輩と 

協力したり話し合ったりして案を実際に形にしていくことができ、とても充実した取組 

だったと思う。昨年度より多くの人に協力を依頼したこともあり、話し合いや打ち合わ 

せ、演劇の練習が難航した際も、昨年度より円滑で柔軟な対応ができた。本番でも、自 

分達の練習の成果を発揮できたと感じた。(髙原) 
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